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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】受信電界が変動によって入力されるアナログ信
号の信号強度が変動する環境においても受信特性の劣化
を抑制する。
【解決手段】制御部３２により、アナログ信号の信号強
度とアンプ１９におけるアナログ信号に対するゲインと
の関係を示すゲイン特性を示した特性情報をＣＰＵ１８
から取得し、ＡＧＣ制御部３０により、取得した特性情
報により示されるゲイン特性でＡＤＣ２０において検出
された信号強度に対応するゲインを随時導出し、導出し
たゲインを示すゲイン制御信号を端子３６Ｂからアンプ
１９に対して出力する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部の増幅回路によって所定のゲインで増幅されたアナログ信号が入力される入力端子
と、
　前記入力端子に入力されたアナログ信号の信号強度を検出する検出手段と、
　前記アナログ信号の信号強度と前記増幅回路における前記アナログ信号に対するゲイン
との関係を示すゲイン特性を示した特性情報を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された特性情報により示されるゲイン特性で前記検出手段によ
り検出された信号強度に対応するゲインを随時導出する導出手段と、
　前記導出手段により導出されたゲインを示す情報を前記増幅回路に対して出力する出力
端子と、
　を備えたゲイン制御装置。
【請求項２】
　前記特性情報は、前記信号強度の変化に対する前記ゲインの変化率を示す変化率情報、
ゲインの上限リミットを示す上限情報、ゲインの下限リミットを示す下限情報、ゲインに
オフセットするオフセット値を示すオフセット値情報、及び前記信号強度の増加に伴って
前記ゲインを増加させるか又は減少させるかを示す増減情報を含む
　請求項１記載のゲイン制御装置。
【請求項３】
　前記取得手段は、前記特性情報を所定の信号強度の強度幅毎に複数取得し、
　前記導出手段は、前記検出手段により検出された信号強度を含んだ強度幅の前記特性情
報により示されるゲイン特性で前記検出手段により検出された信号強度に対応するゲイン
を導出する
　請求項１又は請求項２記載のゲイン制御装置。
【請求項４】
　前記強度幅は、隣接する強度幅同士で一部重複しており、
　前記導出手段は、互いに隣接する強度幅の特性情報において、信号強度が増加して一方
の強度幅から他方の強度幅へ移行する場合と信号強度が減少して他方の強度幅から一方の
強度幅へ移行する場合とで特性情報を切り替える信号強度が異なる
　請求項３記載のゲイン制御装置。
【請求項５】
　前記アナログ信号は、外部の直列に接続された複数の増幅回路において増幅され、
　前記取得手段は、前記複数の増幅回路に各々対応する前記特性情報を取得し、
　前記導出手段は、前記複数の増幅回路に対応して複数設けられ、各々対応する前記特性
情報により示されるゲイン特性で前記検出手段により検出された信号強度に対応するゲイ
ンを導出し、
　前記出力端子は、複数の前記導出手段により各々導出されたゲインを示す情報を対応す
る前記増幅回路に対してそれぞれ出力する
　請求項１又は請求項２記載のゲイン制御装置。
【請求項６】
　前記入力端子に入力されたアナログ信号に対して所定の信号処理を行なう処理手段をさ
らに備えた
　請求項１～請求項５の何れか１項記載のゲイン制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ゲイン制御装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、地上デジタル放送を受信する受信部１０’は、図１４に示すように、アンテナ
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１１’に接続されるチューナＬＳＩ１２’とＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４’とに分かれており
、両者とも多くの製造会社により提供されている。
【０００３】
　このチューナＬＳＩ１２’は、様々な製造プロセス、設計思想の下、各製造会社により
製造されるため、様々なゲイン特性を有している。
【０００４】
　このため、ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４’は、チューナＬＳＩ１２’に設けられたアンプ１
９’のゲイン特性を応じたゲイン制御を行なう必要があり、対応することができるチュー
ナＬＳＩ１２’が制限されることになっている。
【０００５】
　しかし、図１４に示すように、ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４’がチューナＬＳＩ１２’より
入力される信号の信号強度を検出してＡＧＣ（Auto Gain Control）制御部３０’により
チューナＬＳＩ１２’に対してゲインのフィードバックを行なっている場合は、アンプ１
９’のゲイン特性を正しく織り込まなくても、フェージングなどの影響を受けない静的な
環境においては、アンプ１９’のゲインも一定に落ち着き、入力される信号も最適な信号
強度に落ち着く。
【０００６】
　このようにフィードバックによってゲインの制御を行なう技術として、例えば、特許文
献１には、２つのアンプを直列に設け、後段のアンプからの信号のレベルを検波し、その
検波出力によって後段のアンプのゲインを精細に制御することで比較的短時間で生じる微
少なレベル変動に速やかに対応させる一方、検波出力と基準レベルとを比較し、その比較
結果に対応して前段のアンプのゲインを制御することで制御に時間遅れが生じることにな
っても、比較的長時間で変化する大きなレベル変動には追従させる技術が開示されている
。
【特許文献１】特開２００２－２９０１７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、昨今増えているモバイル用途では、チューナＬＳＩ１２’やＯＦＤＭ復調Ｌ
ＳＩ１４’もフェージング、マルチパスに代表されるような絶えず受信電界が変動するよ
うな動的な環境への対応を求められている。
【０００８】
　しかし、ＡＧＣ制御部３０’がチューナＬＳＩ１２’のゲイン特性に適切に対応してい
ない場合、入力される信号の強度の変動についていけず、受信特性が大きく劣化する場合
がある。
【０００９】
　この受信特性の劣化要因として、例えば、アナログ・デジタル・コンバータ（以下「Ａ
ＤＣ」という。）２０’のダイナミックレンジがある。通常、ＡＤＣ２０’は、入力され
る信号の信号強度全体をカバーするようにダイナミックレンジを有することはなく、入力
される信号の信号強度とダイナミックレンジの関係は図１５のような関係となる。
【００１０】
　このダイナミックレンジにフェージングによる変動への追従ができない場合、ダイナミ
ックレンジ外はダイナミックレンジの端にクリッピングされてしまう。特に地上デジタル
方法で採用されているＯＦＤＭ(Orthogonal Frequency Division Multiplexing)変調方式
では、この飽和が発生してしまうと大きな特性劣化を生じる方式であるため、致命的な状
況となる。
【００１１】
　入力する信号の信号強度がＡＤＣ２０’のダイナミックレンジに収まるようにＡＧＣ制
御部３０’でアンプ１９’のゲインを制御しないと上記のような問題を生じることになる
。
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【００１２】
　この追従を行うために、ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４’は、チューナＬＳＩ１２’のゲイン
特性を予め測定して、ＡＧＣ制御部３０’がゲイン特性にあったゲイン制御を行うことが
できれば、最適な状況に作り込めるため問題は生じない。
【００１３】
　しかしながら、ＡＧＣ制御部３０’のゲイン特性を複数の製造会社のゲイン特性に対応
させることは難しく、また、設計段階ではゲイン特性を知ることができない新しいチュー
ナＬＳＩ１２’に対しての対応は大変難しい。
【００１４】
　なお、地上デジタル放送に用いる通信機器に関する問題として記載したが、外部装置に
対してゲインのフィードバック制御を行なっている通信機器に共通する問題である。
【００１５】
　本発明は上記事実を鑑みてなされたものであり、受信電界が変動によってアナログ信号
の信号強度が変動する環境においても受信特性の劣化を抑制することができるゲイン制御
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するため、請求項１記載の発明は、外部の増幅回路によって所定のゲイ
ンで増幅されたアナログ信号が入力される入力端子と、前記入力端子に入力されたアナロ
グ信号の信号強度を検出する検出手段と、前記アナログ信号の信号強度と前記増幅回路に
おける前記アナログ信号に対するゲインとの関係を示すゲイン特性を示した特性情報を取
得する取得手段と、前記取得手段により取得された特性情報により示されるゲイン特性で
前記検出手段により検出された信号強度に対応するゲインを随時導出する導出手段と、前
記導出手段により導出されたゲインを示す情報を前記増幅回路に対して出力する出力端子
と、を備えている。
【００１７】
　請求項１記載の発明は、外部の増幅回路によって所定のゲインで増幅されたアナログ信
号が入力端子に入力されており、検出手段により、入力端子に入力されたアナログ信号の
信号強度が検出される。
【００１８】
　また、本発明では、取得手段により、アナログ信号の信号強度と増幅回路におけるアナ
ログ信号に対するゲインとの関係を示すゲイン特性を示した特性情報が取得される。
【００１９】
　そして、本発明では、導出手段により、取得手段により取得された特性情報により示さ
れるゲイン特性で検出手段により検出された信号強度に対応するゲインが随時導出され、
導出手段により導出されたゲインを示す情報が出力端子から増幅回路に対して出力される
。
【００２０】
　このように請求項１記載の発明よれば、アナログ信号の信号強度と増幅回路におけるア
ナログ信号に対するゲインとの関係を示すゲイン特性を示した特性情報を取得し、取得さ
れた特性情報により示されるゲイン特性で、検出された信号強度に対応するゲインを随時
導出して、出力端子から増幅回路に対して出力しているので、受信電界が変動によってア
ナログ信号の信号強度が変動する環境においても信号強度がダイナミックレンジに収まる
ように制御することができるため、受信特性の劣化を抑制することができる。
【００２１】
　なお、本発明は、請求項２記載の発明のように、前記特性情報が、前記信号強度の変化
に対する前記ゲインの変化率を示す変化率情報、ゲインの上限リミットを示す上限情報、
ゲインの下限リミットを示す下限情報、ゲインにオフセットするオフセット値を示すオフ
セット値情報、及び前記信号強度の増加に伴って前記ゲインを増加させるか又は減少させ
るかを示す増減情報を含んでもよい。
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【００２２】
　また、本発明は、請求項３記載の発明のように、前記取得手段が、前記特性情報を所定
の信号強度の強度幅毎に複数取得し、前記導出手段が、前記検出手段により検出された信
号強度を含んだ強度幅の前記特性情報により示されるゲイン特性で前記検出手段により検
出された信号強度に対応するゲインを導出してもよい。
【００２３】
　また、請求項３記載の発明は、請求項４記載の発明のように、前記強度幅が、隣接する
強度幅同士で一部重複しており、前記導出手段が、互いに隣接する強度幅の特性情報にお
いて、信号強度が増加して一方の強度幅から他方の強度幅へ移行する場合と信号強度が減
少して他方の強度幅から一方の強度幅へ移行する場合とで特性情報を切り替える信号強度
が異なるようにしてもよい。
【００２４】
　また、請求項１又は請求項２記載の発明は、請求項５記載の発明のように、前記アナロ
グ信号が、外部の直列に接続された複数の増幅回路において増幅され、前記取得手段が、
前記複数の増幅回路に各々対応する前記特性情報を取得し、前記導出手段が、前記複数の
増幅回路に対応して複数設けられ、各々対応する前記特性情報により示されるゲイン特性
で前記検出手段により検出された信号強度に対応するゲインを導出し、前記出力端子が、
複数の前記導出手段により各々導出されたゲインを示す情報を対応する前記増幅回路に対
してそれぞれ出力してもよい。
【００２５】
　さらに、本発明は、請求項６記載の発明のように、前記入力端子に入力されたアナログ
信号に対して所定の信号処理を行なう処理手段をさらに備えてもよい。
【発明の効果】
【００２６】
　以上説明したように、本発明によれば、アナログ信号の信号強度と増幅回路におけるア
ナログ信号に対するゲインとの関係を示すゲイン特性を示した特性情報を取得し、取得さ
れた特性情報により示されるゲイン特性で検出された信号強度に対応するゲインを随時導
出して、出力端子から増幅回路に対して出力しているので、受信電界が変動によってアナ
ログ信号の信号強度が変動する環境においても信号強度がダイナミックレンジに収まるよ
うに制御することができるため、受信特性の劣化を抑制することができる、という優れた
効果を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態について詳細に説明する。なお、以下では
、本発明を地上デジタル放送を受信する通信機器の受信部に適用した場合について説明す
る。
【００２８】
　［第１の実施の形態］
　図１には、本実施の形態に係る地上デジタル放送を受信する受信部１０の概略構成を示
すブロック図が示されている。
【００２９】
　本実施の形態に係る受信部１０は、アンテナ１１によって受信されたＯＦＤＭ変調方式
で変調された電波をアナログのＯＦＤＭ信号に変換するチューナＬＳＩ１２と、ＯＦＤＭ
信号をデジタル信号に変換して復調を行なうＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４と、を備えている。
なお、このＯＦＤＭ信号は、１シンボル期間が有効データ部分である有効シンボル期間と
ガード期間からなる信号である。
【００３０】
　本実施の形態に係るチューナＬＳＩ１２は、アンプ１９が設けられている。アンプ１９
は、ゲインを調整することが可能とされており、外部より入力されるゲイン制御信号によ
って指定されたゲインでＯＦＤＭ信号を増幅して端子３４Ａより出力する。
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【００３１】
　ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４の端子３６Ａは、端子３４Ａと電気的に接続されており、端子
３４Ａから出力されたアナログのＯＦＤＭ信号が入力される。また、ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ
１４は、デコーダ１６が接続されている。ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４は、入力されたＯＦＤ
Ｍ信号をデジタル信号に変換して復調を行ない、復調したデジタルのＯＦＤＭ信号をデコ
ーダ１６へ出力する。
【００３２】
　デコーダ１６は、ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４より入力されるデジタルのＯＦＤＭ信号の復
号化を行い、復号化した信号に含まれる画像情報を表示デバイスに出力すると共に当該信
号に含まれる音声情報を例えば、スピーカやイヤホンなどの音声デバイスへ出力する。
【００３３】
　次に、本実施の形態に係るＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４の詳細な構成について説明する。
【００３４】
　図１に示されるように、ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４は、チューナＬＳＩ１２より入力され
たアナログのＯＦＤＭ信号をデジタルの信号に変換するＡＤＣ２０と、ＡＤＣ２０により
変換されたデジタルのＯＦＤＭ信号に対して同期を行い、当該ＯＦＤＭ信号に含まれるガ
ード期間を除去して有効シンボル期間の信号（有効シンボル信号）を取り出す同期確立部
２４と、取り出された有効シンボル信号に対してＦＦＴ（高速フーリエ変換）を行なって
実データであるデータ信号への復調を行なう復調部２６と、復調されたデータ信号により
示されるデータに対して誤り訂正を行なう誤り訂正部２８と、入力されたアナログのＯＦ
ＤＭ信号の信号強度に基づいてゲインを導出するＡＧＣ制御部３０と、装置全体の制御を
行なう制御部３２と、を備えている。
【００３５】
　本実施の形態に係るＡＤＣ２０は、受信したアナログのＯＤＦＭ信号を所定周期でサン
プリングしてデジタル信号に変換すると共に、予め定めた期間毎に当該期間に入力された
アナログのＯＦＤＭ信号の電圧レベルによって信号強度を検出し、検出した信号強度を示
す強度情報をＡＧＣ制御部３０へ出力する。
【００３６】
　本実施の形態に係るＡＧＣ制御部３０は、制御部３２から入力される制御情報に応じて
プログラマブルな制御ゲインを持つものとされており、ＡＧＣ制御部３０により検出され
た信号強度に対応するゲインを随時導出し、導出したゲインを示すゲイン制御信号を端子
３６Ｂより出力する。出力されたゲイン制御信号は、チューナＬＳＩ１２に設けられた端
子３４Ｂを介してアンプ１９に入力される。
【００３７】
　制御部３２は、外部のＣＰＵ１８と接続されており、当該ＣＰＵ１８からチューナＬＳ
Ｉ１２のアンプ１９のゲイン特性を示した特性情報が入力される。制御部３２は、ＣＰＵ
１８より入力された特性情報やゲインを平均化する回数を示した回数情報を、制御情報と
してＡＧＣ制御部３０へ出力する。
【００３８】
　図２には、本実施の形態に係るＡＧＣ制御部３０の機能構成を示すブロック図が示され
ている。
【００３９】
　ＡＧＣ制御部３０は、ゲイン特性変換部４０と、ＡＧＣ制御値出力部４２と、を備えて
いる。本実施の形態に係るゲイン特性変換部４０にはＡＤＣ２０より強度情報が入力され
、制御部３２より特性情報が入力されており、ＡＧＣ制御値出力部４２には制御部３２よ
り回数情報が入力される。
【００４０】
　ゲイン特性変換部４０は、入力された特性情報に基づいてゲイン特性を定めており、当
該定められたゲイン特性でＡＤＣ２０により検出された信号強度に対応するゲインを導出
する。
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【００４１】
　ＡＧＣ制御値出力部４２は、ゲイン特性変換部４０により導出されたゲインを新しいも
のから順に回数情報により示される回数分で平均化した平均ゲインを求め、当該平均ゲイ
ンをゲイン制御信号として出力する。すなわち、ＡＧＣ制御値出力部４２は、ゲイン特性
変換部４０により導出されたゲインの移動平均を求めて出力している。
【００４２】
　ここで、本実施の形態に係るゲイン特性変換部４０に対して特性情報により設定可能な
ゲイン特性について説明する。
【００４３】
　本実施の形態では、特性情報として、ゲインの変化率を示す変化率情報、ゲインの上限
リミットを示す上限情報、ゲインの下限リミットを示す下限情報、ゲインにオフセットす
るオフセット値を示すオフセット値情報、及び信号強度の増加に伴ってゲインを増加させ
るか又は減少させるかを示す増減情報が含まれている。
【００４４】
　本実施の形態では、変化率情報を複数のビットの情報としており、各ビットに、図３に
示すように、２のべき乗の倍数（例えば、８倍、４倍、２倍、１倍、１／２倍、１／４倍
、１／８倍）を対応させている。
【００４５】
　ゲイン特性変換部４０は、複数のビットの変化率情報において‘１’とされたビットの
位置に対応する倍率を加算した値をゲインの変化率とする。これにより、例えば、２．５
倍（１ビット左シフトしたものに（２倍）、１ビット右シフトしたもの（０．５倍）を加
算して実現）など２のべき乗の数の加算で実現できるものは入力値のビットシフト及び加
算の形で実現できるため、回路面積的に非常に効率的である。
【００４６】
　また、ゲイン特性変換部４０は、オフセット値情報により、図４に示すように、ゲイン
のオフセット値を変化させ、上限情報及び下限情報により、図５に示すように、ゲインの
上限リミット、下限リミットを変化させ、増減情報により、図６に示すように、信号強度
の増加に伴ってゲインを増加させるか又は減少させるかを変化させる。
【００４７】
　次に、本実施の形態に係る受信部１０の基本的な動作について説明する。
【００４８】
　受信部１０として実装されるチューナＬＳＩ１２のアンプ１９に対する最適なゲイン特
性が予め測定される。例えば、ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４に入力されるＯＦＤＭ信号の信号
強度を入力ダイナミックレンジ内に保つために適した信号強度に応じたアンプ１９のゲイ
ン特性が、図７に示すようなゲイン特性であった場合、ＣＰＵ１８から制御部３２に対し
て、ゲインの変化率を１倍とし、上限リミットをｇｍａｘとし、下限ミットをＧｍｉｎと
し、オフセット値をＧＯＦＦＳＥＴとし、信号強度の増加に伴ってゲインを減少させるゲ
イン特性とした特性情報が入力される。
【００４９】
　制御部３２は、入力された特性情報やゲインを平均化する回数を示した回数情報を、制
御情報としてＡＧＣ制御部３０へ出力する。
【００５０】
　これにより、ゲイン特性変換部４０では、ゲイン特性が、図７に示すようなゲイン特性
を近似した形で定められる。
【００５１】
　チューナＬＳＩ１２は、アンテナ１１によって受信された電波をアナログのＯＦＤＭ信
号に変換し、アンプ１９で増幅して端子３４ＡよりＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４へ出力する。
【００５２】
　ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４では、ＡＤＣ２０において端子３６Ａより入力されたＯＦＤＭ
信号をデジタル信号に変換し、同期確立部２４及び復調部２６を介して復調を行なうと共
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に、ＡＤＣ２０においてアナログのＯＦＤＭ信号の信号強度を検出し、検出した信号強度
を示す強度情報をゲイン特性変換部４０へ出力する。
【００５３】
　ゲイン特性変換部４０では、特性情報により示されるゲイン特性で信号強度に対応する
ゲインを随時導出し、ＡＧＣ制御値出力部４２へ出力する。
【００５４】
　ＡＧＣ制御値出力部４２は、ゲイン特性変換部４０により導出されたゲインを新しいも
のから順に回数情報により示される回数分だけ平均化した平均ゲインを求め、当該平均ゲ
インをゲイン制御信号として端子３６Ｂより出力する。
【００５５】
　このゲイン制御信号によりアンプ１９のゲインが変更され、アナログのＯＦＤＭ信号の
信号強度が変更される。
【００５６】
　このように、本実施の形態によれば、ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４に対してＣＰＵ１８から
特性情報を入力することにより、ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４をチューナＬＳＩ１２のアンプ
１９のゲイン特性に対応させることが可能になる。これにより設計段階で対応していない
チューナＬＳＩ１２であっても最適なゲイン特性を提供することが可能になり、フェージ
ング、マルチパスに代表されるような絶えず受信電界が変動するような動的な環境への対
応も可能となる。
【００５７】
　また、本実施の形態によれば、ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４に複数のゲイン特性に対応する
ための複数の回路を設ける必要がなく、面積的に効率的である。
【００５８】
　さらに、本実施の形態によれば、チューナＬＳＩ１２の特性が仕様変更などにより途中
で変更された際にも特性情報の修正で対応することができ、大きなメリットを享受できる
。
【００５９】
　なお、本実施の形態では、特性情報として、変化率情報、上限情報、下限情報、オフセ
ット値情報、及び増減情報を１つずつ含める場合について説明したが、ＣＰＵ１８から、
図８に示すように、所定の信号強度の強度幅毎（図８では、強度幅Ａ、Ｂ、Ｃ）に特性情
報を入力し、ＡＧＣ制御部３０において入力された各特性情報に基づいてゲイン特性を定
め、ＡＤＣ２０により検出された信号強度を含んだ強度幅の特性情報により示されるゲイ
ン特性で信号強度に対応するゲインを導出するようにしてもよい。
【００６０】
　これにより、単純な線形のゲイン特性への対応に加え、複数の線形領域を有するゲイン
特性への対応を実現でき、単純な直線的なゲイン制御を実現している特性の優れた可変ゲ
インアンプのみならず、複数の直線で実現できるような可変ゲインアンプの制御も可能と
なる。
【００６１】
　また、アンプ１９が単純な直線的なゲイン特性を有していても通常アナログの飽和領域
近辺では飽和することにより傾きが変わってくるが、このような飽和領域近辺についても
ある程度近似線でカバーすることができるため、ダイナミックレンジが拡張されるという
効果を有する。
【００６２】
　［第２の実施の形態］
　図９には、第２の実施の形態に係る受信部１０の概略構成が示されている。なお、同図
における図１と同一の構成要素には図１と同一の符号を付して、その説明を省略する。
【００６３】
　通常、チューナＬＳＩ１２は、全ゲインに対するダイナミックレンジの範囲を１つのア
ンプ１９でカバーすることは難しい。
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【００６４】
　そこで、本実施の形態に係るチューナＬＳＩ１２は、複数のアンプ１９（本実施の形態
では、２つのアンプ１９Ａ、１９Ｂ）を直列に接続して設け、各アンプ１９によってアナ
ログのＯＦＤＭ信号を増幅している。
【００６５】
　本実施の形態に係るＡＧＣ制御部３０は、この複数のアンプ１９のゲインをそれぞれ制
御している。
【００６６】
　図１０には、本実施の形態に係るＡＧＣ制御部３０の機能構成を示すブロック図が示さ
れている。
【００６７】
　ＡＧＣ制御部３０は、２つのアンプ１９Ａ、１９Ｂに対応してゲイン特性変換部４０と
ＡＧＣ制御値出力部４２が２つ設けられており、また、分配制御部４４がさらに設けられ
ている。この２つのゲイン特性変換部４０及びＡＧＣ制御値出力部４２のうち、アンプ１
９Ａに対応するものをゲイン特性変換部４０Ａ及びＡＧＣ制御値出力部４２Ａとし、アン
プ１９Ｂに対応するものをゲイン特性変換部４０Ｂ及びＡＧＣ制御値出力部４２Ｂとする
。
【００６８】
　制御部３２には、ＣＰＵ１８からアンプ１９Ａ、１９Ｂのゲイン特性を示した特性情報
及び、後述する分配情報が入力される。
【００６９】
　制御部３２は、アンプ１９Ａの特性情報をゲイン特性変換部４０Ａへ出力し、アンプ１
９Ｂの特性情報をゲイン特性変換部４０Ｂへ出力する。また、制御部３２は、ゲインを平
均化する回数を示した回数情報をＡＧＣ制御値出力部４２Ａ、４２Ｂへ出力する。さらに
、制御部３２は、分配情報を分配制御部４４へ出力する。
【００７０】
　本実施の形態に係る分配制御部４４は、ＡＤＣ２０よりＯＦＤＭ信号の信号強度を示す
強度情報が入力しており、制御部３２より入力される分配情報に基づいてゲイン特性変換
部４０Ａ、ゲイン特性変換部４０Ｂにそれぞれ信号強度を分配する。
【００７１】
　次に、本実施の形態に係る受信部１０の基本的な動作について説明する。
【００７２】
　チューナＬＳＩ１２は、複数のアンプ１９により増幅しているが、各アンプ１９におい
て扱う周波数や特性が異なるためゲイン特性についても差を生じる。
【００７３】
　そこで、チューナＬＳＩ１２の各アンプ１９に対する最適なゲイン特性が予め測定され
る。そして、ＣＰＵ１８から制御部３２に対して各アンプ１９のゲイン特性を示した特性
情報、及び各アンプ１９に対応した信号強度の分配を示した分配情報を入力する。
【００７４】
　制御部３２は、入力された各特性情報、回数情報、及び分配情報を、ゲイン特性変換部
４０Ａ、４０Ｂ、ＡＧＣ制御値出力部４２Ａ、４２Ｂ、分配制御部４４へそれぞれ出力す
る。
【００７５】
　これにより、ゲイン特性変換部４０Ａ、４０Ｂのゲイン特性が定められる。
【００７６】
　分配制御部４４は、ＡＤＣ２０において検出された信号強度を分配情報に基づいてゲイ
ン特性変換部４０Ａ、４０Ｂにそれぞれ分配する。
【００７７】
　例えば、アンプ１９Ａが全体の３０%をカバーでき、アンプ１９Ｂが全体の７０%をカバ
ーできる場合、例えば、図１１に示すように、配分を行うように分配情報を入力する。
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【００７８】
　ゲイン特性変換部４０Ａ、４０Ｂは特性情報により示されるゲイン特性で信号強度に対
応するゲインをそれぞれ随時導出し、ＡＧＣ制御値出力部４２Ａ、４２Ｂはそれぞれゲイ
ン特性変換部４０Ａ、４０Ｂにより導出されたゲインを新しいものから順に回数情報によ
り示される回数分で平均化した平均ゲインを求め、当該平均ゲインをゲイン制御信号とし
て出力する。
【００７９】
　これにより、例えば、図１１に示すような場合、信号強度が極めて小さいときにはゲイ
ン特性変換部４０Ａ、４０Ｂにより導出されるゲインが共に最大ゲイン（上限リミット）
となる。そこから入力レベルが上がってくると、まずゲイン特性変換部４０Ａにより導出
されるゲインが下がって、信号強度がターゲットとするレベルに維持するように動作する
。そして、ゲイン特性変換部４０Ａにより導出されるゲインが下限リミットになったとこ
ろからゲイン特性変換部４０Ｂにより導出されるゲインを下げていく。
【００８０】
　逆に信号強度が極めて大きいときはゲイン特性変換部４０Ａ、４０Ｂにより導出される
ゲインが共に最小ゲイン（下限リミット）となる。そこから信号強度が下がってくるとま
ずゲイン特性変換部４０Ｂにより導出されるゲインが上がり、信号強度がターゲットとす
るレベルに維持するように動作する。そして、ゲイン特性変換部４０Ａにより導出される
ゲインが上限リミットになったところからゲイン特性変換部４０Ａにより導出されるゲイ
ンを上げていく。このゲイン特性変換部４０Ａとゲイン特性変換部４０Ｂによるゲイン特
性の切り替え点のことをアタックポイントと称する。
【００８１】
　このように、本実施の形態によれば、ＯＦＤＭ復調ＬＳＩ１４は、それぞれのアンプ１
９が持っている実力を有効に利用することができ、この理想的な配分を実現することによ
りゲイン特性変換部では歪みの少ない良好な結果を導くことができる。また、複数のゲイ
ン特性の異なるアンプ１９を組み合わせたシステムで要求される全ゲインをカバーするこ
とができる。
【００８２】
　このとき、この複数のゲインがカバーできるゲイン量をアタックポイントの形で設定し
、配分量を最適値に変更することにより、それぞれのアンプ１９が持っている実力を有効
に利用することができ、この理想的な配分を実現することによりＡＧＣ制御部３０では歪
みの少ない良好な結果を導くことができる。
【００８３】
　［第３の実施の形態］
　第３の実施の形態に係る受信部１０及びＡＧＣ制御部３０の構成は上記第２の実施の形
態（図９及び図１０参照）と同一であるので、ここでの説明は省略する。
【００８４】
　本実施の形態に係る分配制御部４４は、制御部３２より、複数のアタックポイントを示
す情報が分配情報として入力されており、当該分配情報に基づいてゲイン特性変換部４０
Ａ、ゲイン特性変換部４０Ｂにそれぞれ信号強度を分配する。なお、本実施の形態では、
図１２に示すような、信号強度が大から小に向かって動いたときのゲイン特性の切り替え
点をアタックポイント１、本来の２つのゲイン特性の接続位置をアタックポイント２、信
号強度が小から大に向かって動いたときのゲイン特性の切り替え点をアタックポイント３
として、３点のアタックポイントが分配情報として入力されている場合について説明する
。
【００８５】
　次に、本実施の形態に係る受信部１０の基本的な動作について説明する。
【００８６】
　分配制御部４４は、図１２に示すように、信号強度が小から大に向かって変動している
場合、アタックポイント３までは切り替わらず動作し、アタックポイント３を越えてはじ
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めて切り替わる。
【００８７】
　一方、分配制御部４４は、図１３に示すように、信号強度が大から小に向かって変動し
ている場合、アタックポイント１までは切り替わらず動作し、アタックポイント１を越え
てはじめて切り替わる。
【００８８】
　以上のように、本実施の形態によれば、信号強度が増加する場合と減少する場合で非対
称ヒステリシス切り替えを実現でき、例えば、アタックポイント３を超えた領域あたりで
受信パワーが変動しても受信パワーが大から小に向かう際の切り替わりアタックポイント
１であるため、切り替わらずに安定した動作となる。
【００８９】
　なお、上記各実施の形態では、特性情報を制御部３２によりＣＰＵ１８から取得する場
合について説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、ＣＰＵ１８か
ら直接ＡＧＣ制御部３０に入力するようにしてもよい。この場合、特性情報が入力される
入力端子が取得手段となる。
【００９０】
　また、上記各実施の形態では、特性情報を外部のＣＰＵ１８から取得する場合について
説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、ＲＯＭ等の不揮発性の記
憶手段を設けて、当該記憶手段に特性情報を記憶させておき、記憶手段から特性情報を読
み出すことにより取得するものとしてもよい。この場合、特性情報を読み出す手段が取得
手段となる。
【００９１】
　また、上記各実施の形態では、地上デジタル放送を受信する通信機器の受信部１０に適
用した場合について説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。
【００９２】
　その他、上記各実施の形態で説明した受信部１０の構成（図１、図９参照。）、及びＡ
ＧＣ制御部３０の構成（図２、図１０参照。）は一例であり、本発明の主旨を逸脱しない
範囲内において適宜変更可能であることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】第１の実施の形態に係る受信部の概略構成を示すブロック図である。
【図２】第１の実施の形態に係るＡＧＣ制御部の機能構成を示すブロック図である。
【図３】実施の形態に係る変化率情報の各ビットにより設定可能なゲインの変化率を示す
グラフである。
【図４】実施の形態に係るオフセット値情報により設定可能なゲインのオフセット値を示
すグラフである。
【図５】実施の形態に係る上限情報及び下限情報により設定可能なゲインの上限リミット
、下限リミットを示すグラフである。
【図６】実施の形態に係る増減情報により設定可能なゲインの変化を示すグラフである。
【図７】第１の実施の形態に係るゲイン特性を示すグラフである。
【図８】第１の実施の形態に係るゲイン特性の別な例を示すグラフである。
【図９】第２及び第３の実施の形態に係る受信部の概略構成を示すブロック図である。
【図１０】第２及び第３の実施の形態に係るＡＧＣ制御部の機能構成を示すブロック図で
ある。
【図１１】第２の実施の形態に係るゲイン特性を示すグラフである。
【図１２】第３の実施の形態に係る信号強度が増加する際のゲイン特性を示すグラフであ
る。
【図１３】第２の実施の形態に係る信号強度が減少する際のゲイン特性を示すグラフであ
る。
【図１４】従来の地上デジタル放送を受信する受信部の概略構成を示すブロック図である
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。
【図１５】入力される信号の信号強度とＡＤＣのダイナミックレンジとの関係を示すグラ
フである。
【符号の説明】
【００９４】
１９　アンプ（増幅回路）
２０　ＡＤＣ（検出手段）
２４　同期確立部（処理手段）
２６　復調部（処理手段）
３２　制御部（取得手段）
３６Ａ　端子（入力端子）
３６Ｂ　端子（出力端子）
４０　ゲイン特性変換部（導出手段）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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